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日立評論 第49巻第12号 1263

711系交涜電車用日立シリコン制御整涜器
(北 海 道 交 流 電 化 用)

1.概 要

711系電車ほ北海道交流電化用として新たに設計された最新形の

交流専用電車である｡醗寒の北海道で使用されるため本格的な耐寒

耐雪構造となっているほか電気回路の上でも種々新機軸が打ち出さ

れている｡この電車に搭載されているRS29形シリコン制御整流器

の特長は次のとおりである｡

(1)サイリスタによる全電圧制御

電車用としてはじめてサイリスタが採用され,ゲート位相制御

による限流値制御を行ない,制御性能の向上をはかっている｡こ

のため整流器としてはCJO2形大容量サイリスタおよぴゲート制

御回路一式を収納している｡

(2)送油風冷式密封構造

サイリスタ,ダイオードは油ダクトに取り付けられ,素子に発

生した熱ほ油により再冷器に運ばれ,そこから外部に放散される｡

この送油凰冷式とキユーピクル密閉構造との採用により充電部分

で外気に直接触れるところはなくなり,雪による絶縁低下の問題

は解消した｡

(3)シリコフォーマ構造

主変圧器と主整流器を一体構造としコソパクトな形にまとめら

れている｡油回路ほ別回路となっているが再冷器の冷却フアンは

共同である｡

2.主回路の動作

従来の整流器式電気車は図1(a)に示すように主変圧器の二次端

子をブリッジ結線の整流器で整流し,直流端子に図=b)のような

波形の電圧を得ている｡図2(a)のようにブリッジの交流側にサイ

リスタを逝並列に接続するとゲートパルスを与えるまでは阻止状態

となり,図2(b)の波形の直流電圧が得られる｡したがってゲート

の点弧位相角を制御することにより直流電圧平均値を自由に変える

ことができる｡711系電車では図3(a)のように主変圧器二次を2

分割しそれぞれにサイリスタ,ダイオード結線している｡1ユニッ

トから2ユニットへと順次制御位相を進めると図3(b)に示すよう

な直流息正波形が得られる｡この結果二次非分割1段制御の場合と

比較し,直流電流の脈動率,交流側の力率を改善することができる｡

3.構 造

キユーピクル内には素子,油ダクト,ゲート回路を収納している｡

油ダクトはアルミ製で内部には耐寒性不燃性油を通している｡不燃

性油は有機材料を侵しやすく,このため絶縁継手にほテフロンペロ

ーを使用するなど材質に対して注意をほらっている｡密閉構造のた

めキユーピクル室内に発生するバー,ヒューズなどの損失はカバー

を通して放散させなければならない｡このためカ/ミ一にほフィンを

植えて冷却効果を増加させるとともに内部空気は換気扇により循環

し,局部過熱を防止している｡

4.ゲート 回路

移相器としてはレーミー形磁気増幅器式移相器を使用した｡この

回路の特長は次のとおりである｡

(1)電源同期回路は方形整形回路を通しているので波形ひず

み,電源変動に対して安定である｡

(2)レーミー形移相回路を使用しているので移相特性のバラツ
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図3 711系主回路方式

図4 シリコン解J御整流器

図5 シリコフォーマ

表1 仕 様

形 式

方 式

容 量(kW)

直流電圧(Ⅴ)

直流′電流

RS29

交流側サイリ
御単相プリ
726

スク逆並列制

ッジ2段直列

660

1,100A 連 続
過 負 荷180タg 6分

周波数(c/s)

サイリスタ

ダイオード

周囲温度(℃)

冷却油

50 または60

CJO2Ⅹ1,200V 250A

DJ16Ml,300V 280A

-35～30

耐寒性不熱性油

キが少なく,直線性の良い広角度移相特性が得られ,また

外部からの誘導の影響をうけにくい｡

パルス増幅器としてはゲートタンオフサイリスタを使用している

ので立上りのよい任意の幅のパルスが容易にえられる｡また常時ゲ

ートにバイアスをかけてあるので外部誘導に強い｡

このゲート回路は特に車両用に開発されたもので国鉄標準回路と

なっている｡

なおこのシリコン制御整流器ほ日本国有鉄道ご指導のもと共同設

計会議で設計されたものであるが原設計は当社が担当した｡

(日立製作所交通事業部)
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1264 日立評論 第49巻第12号

日本鋼管株式会社Jtl崎製鉄所納

銅管圧延用日立プラツグミル完成

継目無鋼管製造の主体である熱間圧延作業ほ,加熱された丸ビレ

ットを,マンネスマンせん孔機によりせん孔して厚内鋼管を作り,
さらにプラツグミルにより圧延し,粗管を製作する2工程から成っ

ているのが,代表的な方法である｡

わが国の継目無鋼管の製造設備として,マンネスマンせん孔磯と

プラグミルとによる方式が多く採用されているが,いずれの場合に

も輸入品か,国産の場合にも,外国との技術提携によるものであり,

国内メーカーの自主技術による製作は皆無であった｡

今軌 日立製作所では日本鋼管株式会社と協力のもとに,かずか

ずの特長を有する最新式プラツグミルを完成し,短時日の間に,旧

ミルとの切換えを終え,試圧延も順調に行なわれ,きわめて好評の

もとに稼動されている｡

このプラツグミルによる圧延法は,図1に示すように,寸法の異

なる円形のみぞを持つロール2本を図2に示すように,2組組み合

わせて,ロールスタンド内に前後に配置し,大径ロールが管を圧延

する主ロールとし,はかの小ロールほこれと反対方向に回転して圧

延された管を,元へ戻す戻しロールとなっている｡上主ロールと,‾F

戻しロールとは,エアシリンダにより,ともに,上下に動き得る構

造である｡ロールスタンドの後面にほ後端を固定わくに固定し,戻

しロールのみぞの問を通って,先端が主ロールの中心近くまで達す

る心棒を取り付け,その先端にはこの心棒より,やや大きい径の砲

弾形のプラッグをはめるプラッグを心棒にほめたのち,戻しロール

を開いて,粗管を主ロールiこ押込むと,粗管は,ロールみぞと,プラ

ツグにより,外径および内径とも定められた管となって後方に進む｡
管が主ロールを通過したとき,まずプラッグを取り去り,次に主ロ

ールを開き,続いて,戻しロールを閉じれば粗管はその摩擦によっ
てふたたびスタンドの前方に戻ってくる｡この方法で,プラッグの

寸法を変え,順次小さいロールみぞを通し,何回かの圧延ののち所

要の寸法に仕上げるのである｡

今回,日立製作所が納入したプラツグミルのおもなる特長,なら

びに仕様は下記のようなものである｡

1.お も な特長

(1)閉頭式ロールハウジングであるため,剛性度が高く,鋼管

の精度は大幅に向上される｡

(2)主ロールの軸受に精度の高い4列円筒コロ軸受を採用して

(3)

(4)

(5)

(6)

いるので,圧延精度が向上するとともに,カリバー調整が

ターンバックルと相まって簡単にできる｡

ロールバランスが油圧シリンダ方式であるので,油圧装置

の調整により,/ミラソスの適切な選択が簡単にできる｡

下ロール押上装置が電動式であるため,パスライン調整が

きわめて簡単である｡

ロール組■枠方式が電動ウインチ式で組替時間の短縮がなさ
れる｡〕

プラッグサポート用マンドレルバーの保持が,ローラ方式

で高価なバーを十分保護できる｡

〆′

l

肝皿-一ニー昌一一重丁

Errl
+;

ト

腰

m､･+し
m仙

+

お も な 仕 様

式
ル
安
武
機
数
ラ
式
機
法
法
量

転
-
方
動

一

方
動

寸
寸

回

下

軸

P

電

口

下
電
ル

上

菅
品

一
り
上
し

形
主
主
圧
主

口

戻
同
戻
素
成
重

単スタンド閉頭式ローール焼抜式

650¢×1,300mmL

4列シリソドリカルローラべ7リング

電動スクリュー式

AC 700klV

82rpln

500¢×1,250L

シリンダースイング方式

AC 75kW

180¢～8叫×0.6～1.6m

170¢～60¢×0.6～13.6m

最 大 360kg

(日立製作所機電車業本部)
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図1 プラツグミル正面図
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図3 プラツグミル(工場完成状況)



目立評論 第49巻第12号 1265

日立新形3.3kV乾式計器用変圧器

従来より広く偵用されているコンパウンド形計器用変圧器は,耐

湿特性にニナ占いて難点があった｡これを目立独自の構想により改善し

た日立ポリプロピレン外装計器用変圧器が開発された｡またすぐれ

た諸特性をもつモールド形計器用変圧器に,一段の改良を加えた日

立3.3kVモールド形計器用変圧器も開発された｡ポリプロビレソ

外装形ほ宕ひん度の少ない地域に,モールド形はとくに高湿度の地

域に好適である｡

1.ポリプロピレン外装計器用変圧器

1.1特 長

(1)耐湿矧生,絶縁特性が1乙=二した｡

鉄心,巻線をすぐれた絶縁性,耐湿性をもつポリプロビ

レン樹脂でおおい,その中に特殊処理して絶縁,含浸性を

向上させた日立コンパウソドを封入している｡これにより

コソパウンド表面が外気に露出せず難点であった耐湿特性

が向上した｡また鉄心巻線を絶縁性のすぐれた日立コンパ

ウンド中に埋入したため,絶縁特性が向上している｡

(2)小形,軽量である｡

(3)高圧側端子が同一一方向にあるので三相Ⅴ結線の場合,接続

が容易である｡

l.2 仕様および寸法

表1に示す仕様のものを製作している｡図2はそれらの寸法岡で,

糾担Jモとも同一である｡

2.日立3.3kVモールド形計器用変圧器

2.1特 長

(1)コイルモールドに好適な変性エポキシ樹脂を使用してい

る｡この樹脂ほ耐電圧,誘電正接,温度特性,絶縁抵抗,耐

湿性,耐薬■剛性,機械的諸特性も良好であり,また膨張率

も適度のものを使用している｡

樹脂と接着性の良好な特殊絶縁線を使用している｡

小形,軽量化されている｡

高圧側端子が同一方向にあるので三相Ⅴ結線の場合,接続

が容易である｡

2.2 仕様および寸法

寸法は図4に示すとおりである｡

形 式

負 担

J削妓数

ME-1-Sl 電圧比

50VA 階 級

50/60c/s 絶縁階級

3,300/110V

l.0級

3号A

逆 立:7kg

3.品質管理と試験

ポリプロピレン外装およびモールド形計器用変圧器とも規格JIS,

JECの試験項目のほかに,全数に対してコロナ試験を行ない品質管

群-るご徽昧している｡

夫1 日立ポリプロビレン外装計器用変旺器標準表

形 式
次 電 圧
(Ⅴ)

負 担

(VA)
絶 縁 階 級
(号1

階 級
(稜)

PE【1-S

PE-3-S

PE-S

PE【S

PE-S

PE-S

3,3()0

3,300

440

220

110

110/Jう

八U

(U

O

爪U

∧U

O

5

7

5

5

5

5

3Ⅰミ

3B

周波数50,60c/s,二次電圧110V,概略重量6.5kg

図1 日立ポリプロビレン外装計器用変圧器
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国3 日立3.3kVモールド形計器用変圧器

しT lr

11'.35甘川‾ホ■′しト川

/

≠1'l

く⊃ ⊂⊃

N ⊂⊃

｢-

!+_

_I_

L.【_
ー155 ]

⊂⊃

の

tl l■

弓

155

5¢ネン'′jミゝ2

(ヒニ･て1】小川=

図4 目立3.3kVモールド形計器用変圧器寸法回

そのほか冷熱試験,吸湿試験,汚損試験,2次短絡試験,振動試

験,落下試験,輸送試験などの試験を行ない過酷な使用条件にも耐

えることを確認している｡

(日立製作所機電事業本部)
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1266 日立評論 第49巻第12号

組立輸送形日立エスカレータ

最近は小規模ビルへの新設,あるいは既設ビルにおける増設など

の理由により,エスカレータの据付け工期の短縮がかなり要望され

るようになってきた｡R立製作所ではこのような需要にこたえるた

め,工場で完全組み立てしたエスカレータをそのまま建築現場まで

輸送,搬入し,きわめて短時日に据え付けを完了する組立輸送形エ

スカレータを完成し株式会社十字屋に納入した｡

この組立輸送方式のエスカレータは,次に述べるような大きな特

長をもつが,輸送道路の通行規制および建物の立地条件,ビル出入

ロの大きさ,ビル内でのエスカレータ設置場所の周囲条件などの制

限を受ける｡また,エスカレータの搬入時期を建築工程によくマッ

チさせねばならぬことなどの問題があるので,設備計画にあたって

は十分な調査が必要である｡図1に株式会社十字屋納組立輸送形日

立透明式エスカレータの輸送姿を,図2に代表的な日立エスカレー

タの組立輸送寸法図を示す｡

1.お も な構造

(1)エスカレータ本体がトレーラの一部を構成し,動力車と前

台車および後台車からなる分割構造のトレーラを使用しているの

で,小形,経済的で,積み込み積み降ろしのさいの操作がきわめ

て容易である｡また,各種のエスカレータ全長寸法にトレーラの

長さを自由に合わせることができる｡

(2)輸送路のカーブが切りやすく,エスカレータ自体に無理な

力が作用しないように,トレーラの前,後か巨に設けたタンテー

ブルにエスカレータの上下端を固定している｡

(3)組立品としてつり上げの容易なつり金具と,ビル内への能

率的な引き込みを行なう自走用事輪をエスカレータ本休に設けて

ある｡

(4)達家の搬入口が比較的小さい場合にほ,エスカレータの本

体,駆動装置部分のみの組立輸送構造とし,欄干部分は従来どお

り現地の据付作業で組み合わせる方式を採用することもできる｡

この方式は荷姿が小さくなるので,階高が4,600mm以下のエス

カレータの場合には,はん用トレーラを使用し,より高速で輸送

することができる｡

2.特 長

(1)ビルへ搬入後きわめて短時日にエスカレータの据え付けを

完了するので,建築工程の促進をうながし,とくに既設デパート

へエスカレータを増設する場合には,その設備工事にともなう売

図1 組立輸送形エスカレータ全景

ーーA＋9.200

⑳ ⑳ 回

場面積の利用率低下を大幅に防止できる｡

(2)工場組立品の性能,寸法精度をそのまま保

持した高性能なものとすることができる｡

(3)大形透明式エスカレータの組立輸送形設備

も可能である｡

(日立製作所交通事業部)
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日立評論 第49巻第12号 1267

神東運輸株式会社水島支店納

日立DH30S形30t積スラグダンプトラック

このスラグダンプトラックほ川崎製鉄株式会社水島製鉄所の輸送

合理化の一環として,新しいアイデアによって設計製作された車で

ある｡

従来スラグの運搬は,鉄道車両によって子Jなわれてきたが,構内

の有効利用,輸送の合理化など種々の検討が加えられて,スラグ運

搬専用として,本スラグダンプトラックが開発された｡

今回開発された口立DIi30S形30t積スラグダンプトラックは,

容量において国内最大であり,45tの過掛こも耐えるよう設計製作

されている｡図1に本スラグダソプトラックのダンプ作業状態を

示す｡

1.特 長

(1)本スラグダンプトラックは地上に置かれたスラグ鍋を車体

に装備した特殊2段リンク機構と油圧シリンダによって,

自力で読込み,積卸しおよびダンプすることができる(特

許申請中)｡したがって,模動性に富み,しかも作業能率

がよいので,スラグの運搬をきわめて経済的に行なうこと

ができる｡

(2)積載量30tであるので,小形車に比べて台数が少なくてす

み,人件費の低減ができる｡

(3)最高速度30km/hである｡したがって,作業サイクルを早

めることができる｡)

(4)大形中にもかかわらず,何軒t仁祥がわずか約11mで機動

性に富み,狭い構内にも(刺子Ⅰできる｡

(5)変速榛にトルクコンノミータを偵用しているので,変速操作

ほアクセルペダルのみでできるので,運転が容易である｡

(6)不∃宅地走行にも支障ないように,後2軸はリンク式釣合は

りを採用した｡

(7)すべての操作が運転室でできる｡なお,ダンプ操作は車両

の外部からも遠隔操作できる｡

(8)2段リンク機構のリソクは自動的に切り換わるように,特

殊カム装置を備えている｡(特許申請中)

(9)運転室,車体および油圧シリンダは防熱装置で保護されて

いる｡

(10)点検,整備および調整が容易にできる｡すなわち,エンジ

ンはエンジンボンネットが前方に大きく開くとともi･こ,油

圧機器はユニットにまとめてある｡

2.構 造

図2は外形国,表lは概略仕様である｡

1爪｢‾仁シリ

サ77レ【ム

__+∴
鶏

〕[コ

L

図1 ダ ン プrl三業状態

表1 主 要 諸 元

大
.
勺

班
長
最
登
ダ
排
仝
全
全
空
車

速

我 見

膣(30t積載時)

回 転 半 径

坂

〓

hLレ∪ム■1H

角
｡7

力

比

開

放

幅

中 速 去t

両 総 垂 加

30t

30km/b

約11m

8⊂■

64､)

約60s

8,660mm

4,080nュ111

4,()44mm

29,000kg

59,110kg

(1)エンジンはH産ディーゼルUD62形(230ps/2,()00rpm)で

トルクコンバータおよび補助変速機を取り付けているの

で,高低速と逆転の切換えができる｡

(2)アクスルはフロント軸,リヤ2軸で,1軸駆動で,荷重が

等分にかかるようリンク式釣合ほりが採用してある｡

(3)ダンプ装置は鍋をつかむアーム,そのアームの動きを拡大

するサブフレームおよび4本の油圧シリソダから構成さ

れ,アームとサブフレームとの切換が自動的にできるよう

な特殊装置を備えている｡

(4)車体の浮き上り防止のため,運転宅から口山に雌作できる

アウトリガー2個が設けてある｡

(5)パワーステアリングが掠用されている｡

(日立製作所 交通∫1幸二業部)
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図2 外形および寸法図



1268 日立評論 第49巻第12号

船 舶 技 術 研 究 所 納

20′000PS 歯 車 試 験 機

船舶の大形化高速化に伴う主機関の大形化に対処するため,舶

用蒸気タービン減速府中の小形,梶景化の研究の必要性が叫ばれ,

この種の研究に不吋欠の人形南中試験機が,昭和41子細朗Fl技術研

竹好にて計佃され,トーq42f｢3月に完成し,実稼動を開始した｡

本殿ほ,実物大の.試験歯車に,動力循環方式で滋大20,000PS相

当の突付重をかけ,実際の歯車と同様なかみ合状態を再現し,長期

運転で,その性能を試験するもので,その規模,容量とも画期的な

ものである｡

本機は実物大の大小試験歯車と,大小駆動歯車と,それぞれを連

結するトーショソ軸とにより形成される機械的閉ループに,油圧式

トルク付加装露により循環トルクを付与し,別途設置される駆動装

置にて,動力循環系のロスを補い,回転を持続させ,歯車材料,工

作精度,周速度,ピッチング発生限度,弾性変形などの関係を系統

的に試験するものである｡将来ほロックドトレーン形減速歯車の試

験も吋能であり,また大歯車軸トーショソ軸は,ギヤカップリング

の試験もできる構造となっている｡

本機のトルク付加装置は,ヘリカルギヤを使用した駆動歯車の小

歯中軸を,特殊設計の油旺シリンダにて,軸方向にシフトさせるこ

とにより行なうものであり,シリンダの作動油圧を圧力調整弁にて

遠方操作することによりトルクを設起する｡したがって運転中に作

意にトルク設定することができるため,駆動装置の起動トルクを小

さくできるほか,循環トルクをプログラムすることもできる｡

なお油圧シリンダほ復動になっており,逆方抑こ油圧をケ･えるこ

とにより,循環トルクを正道に切F)換えることもできる｡

付加トルクは,循環系にそう人されたひず克計式トルクピックア

ップにて測定され,日動記録される｡

各軸受は高速,高村垂となり,特に鳥速軸軸受は周速83.5m/sに

も達するため,特殊設計によるクラッシュタイプ高速すべ～)軸受を

使用し,これを解決した｡なお各軸受には,軸受温度計が取り付け

られており,設定温度以上の温度上昇ある場合には非常停止するよ

うになっている｡

また,試験側小歯車軸端には,歯当たりを検査するために,試験

装置を微速にて回転させるターニングモータが設けられている.｡

次に駆動巻き帯にほ1,000kWの三相誘導電動機を使用したが,凹

転速度を可変とするため,可変連流体継手を連結し,出力触回転数

を50%から100%まで連続的に調整できるようにした｡また回転

撃丁軍‾
藤堂撃表藍丁‾≡=

---≡-･-一言=′=閻甥

三

数可変削旭2段に切り換えるたぎ),流体継手仕切柚側にさらに歯

車式2段変速機が設置されておF),人力ト′レクを検｢]するトルクピ

ックアップを介して循環系と連結される⊂,

潤滑装臣引よ舘竜15m3の地下矧設タンクより,叶什i岩二1,600い¶

のギヤポンプにて各軸受および歯車を放制潤滑している｡

潤滑油ほそれぞれの軸受および歯車部にて損失熱を吸収し,温度

上昇してタンクに戻るため,ポンプ吐出口に交換熱量90万kcalの

冷却器が設けられておi),それぞれの軸受給油温度を30℃に,歯

車給油温度を45℃にコントロールしている｡

オイルポンプほ常用1台予備1fキ計2台設置されており,故障な

どの場合にほ自動的に予臓ポンプに切り換わる｡また停電などの非

常の場合,試験装置か慣性にて回り続けている間の潤滑装置とし

て･地上8mの所に容量4m3の南カタンクが設けられており,停

電の場合にほ,これから潤滑油が送られる｡

本棟の仕様および歯車什様は表1,2のとおりである｡

試l表 験 僚 仕 様

式
力
式
式
敷

向

方

動
加
方

方

付

転

環

ク

動

転

■r

形
循
卜
駆
回

阿

叶凶2表

動 力 循 環 式

広 大 20,000PS

油圧式ヘリカルギヤ移動方式

1,000kW三軌諺導`i一己動機十可変連流休継手

大的中軸 200～400rpm 750～1,500rpm

小幽二榊dll,000､2,000rpm 3,750～7,500rpm

正 逆

小 作 兼

歯 中 形 式

中心間距離しmnュ)

モ ジ ュ

ー ル

ピ ッ チ 円径(‾mm)

歯 幅

精 度

構 造

馳
‥
…
一
へ

勅 街 中

.巨 人 歯｢卜

カ ル

720

5

240 1,200

300

JISl級

軸 付 1体構造

市丁山村肌凱汁帆

小 歯 ホl人 腑 申

ダ ブルヘリ カ ル

720

5

別0 1,200

120×2＋80

JISl紐

軸 付 熔接構造

本機の完成により,減速歯車が軽量,′卜形化され,貴重なデータ

が得られれば幸いである｡

(日立製作所機電事業本部)

図1 20,000PS歯車試験政
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日立評論 第49巻第12号 1269

高 砂 香 料 工 業 株 式 会 社 納

日 立 香 料 廃 液 処 理 装 置

工業の発展が環境衝′‾卜と合矧二1(ノな調和を保って行なわれることは

きわめて望ましいことであるが,これを如実に示すものとして高砂

香料工業株式会社平塚工場納香料廃液処遇‾と装置をあげることができ

る｡元来活性汚泥法は】F水処押とともに進歩してきたものであり,

本法をそのまま一般の産業廃液に適用することには問題がある｡特

に香料合成廃液という特殊な有機物を含む廃液への適用性は疑問視

されたがその処刑に成功したものであるのでその･一端をここに紹介

する｡

】.概 要

合成工場より排出される酸性廃液(pH4～6)にカ性ソーダを注入

してpH7～8に調節する｡これを清水により約20倍に希釈したの

ちェアレーションタンクへ送る｡ここで空気を供給して活性汚泥と

十分混合し微生物による生物化学的酸化を十分に行なわせる｡な

お,補充栄養源として窒素ならびに燐を適当量添加する｡約1日ば

っ気した混合液を最終沈殿他にて上浄水と沈掛ち泥とに分離し,上

澄水は処理水として構外に放流する｡沈殿汚泥の一部は返送汚泥と

してエアレーションタンクへ返送し,余剰汚泥は濃縮槽で濃縮した

のち薬注してフィルタプレスによ

される｡

仕つエ

量

質

水

水

理

水

処

原

1

2

(3)処刑水快証水質i

り脱水してケーキとして搬出

様

…33m3/day

…pH:4～6

SS:平均500ppm

COD:二､ド均10,000ppm

….pH:5.8～8.6

SS:100ppm以‾F

COD:80ppm以下

3.特 長

(1)香料合成廃液という特殊な有機物を含む廃液の処押に活性

汚泥法を適用している〔つ

(2)ェアレーションタンク,拉終沈搬池,薬】耶巨人設備,汚泥

脱水設備などノバ介珊軸こ組為､合Jっせられている｢,

(3)アルカリ注入による中和授作ほPID操作による全自動調

節力プ〔である｡

(日立拳法作所楔`屯脊美本部)

フィルタ
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叫
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…
嘗
.
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丁
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希釈水槽

櫛

図1 ェアレーションタンク

7ルカ 栄養源 プロワ

連流汚泥

原l薙液

希釈水

和槽 貯 糟

希釈水槽

オーバー

フロー‾

ばっ気糟

満水

放流

いi垣水

恭注

沈澱和

余剰汚泥

汚亨■尼濃縮槽

汚泥貯槽

脱水機

オーバ

ケーキ

縦fu

図2 廃液処理フローシート

エアレーションタンク

放流

三三二放流

図3 処 理 場 全 景

』
計違ます
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1270 日立評論 第49巻第12号

日立エディ カ レントリクーダ

自動車のブレーキには第1のブレーキとしてフットブレーキ,第

2のブレーキとしてサイドブレーキが使われているが,かねてから

第3のブレーキとして渦電流を応用した電気式リクーダの開発が行

なわれてきた｡

日立製作所では,この第3のブレーキとして日立エディカレント

リターダを完成し生産にほいった｡

一般に自動車の高速化,大形化につれて過酷な条件にも耐えうる

制動装置が必要になるが,最近高速自動車道路の整備によってエデ

ィカレントリクーダは安全,経済,能率の分野から,大形バスや大

形トラックの必需品になってきている｡

1.特 長

(1)従来のブレーキのような過熱の心配がまったくなくなり,

速度調節が容易なので安全な運転ができる｡

(2)タイヤおよびフットブレーキの整備や修理が低減しすぐれ

た経済性を発揮する｡

(3)制動力の発生は電磁力によるため,不快な音および衝撃が

なく,快適な乗り心地が得られる｡

(4)安全,迅速に坂を降りることができるので,走行時問が短

縮され稼働率が向上する｡

(5)リクーダの作動状態を運転者に知らせるために独Ⅰ-〕の警報

装置を設けている｡

2.仕 様

形 式

性 能

量東

リ タ ー ダ 本 体
コ ント ロ ー ル ボ ック ス

コ ン ト ロ ー ル レ バ ー

T
E
呼
n
坂
定
冷
切
一
リ

コ

コ

称
高

一タ

ソ

ン

㍑方段‡
制

却
換
一
■

ロ
ロ

圧

ク

数
格
式
数

.レ

‥虹

体

ス
ー

ク

パ

本

ツ
レ

ERA206103

CB206,03

CL206-06

24VDC

60lくg-m

3,000rpm

30分間定格

空 冷 式

2 段 切 換

126kg

4.5kg

O.4kg

3.構 造

エディカレントリクーダの構成はつぎのようになっている｡

(1)リクーダ本体

① ベアリングボックスアッセソブリ

② ステ一夕アッセンプリ‥‥‥励磁コイルを巻き,

ペアリング

シャフト

ポールコア

励磁コイル､

シャン

345

ベアリングボックス

ポールヒース

デースク

プ グ

タ
一一丁ス

丁芸MM

○
や
M

図2 エディカレントリターダ構造図
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車両総量_‡立

テスト車両
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③ ディスクアッセソプリ‥….渦電流を発生し制動する

④ サポータアッセソプリ

(2)コントロールボックス‥….本体の励磁電流のON･OFF動

作

(3)コントロールレバー‥‥..コントロールボックスのリレー

のON･OFF動作

4.動作および性能

エディカレントリターダはつぎの順序で動作し所要の制動トルク

が得られる｡

コントロールレバーを操作→コントロールボックスのリレー動

作→励磁コイルに通電一ポールコアを励磁→ディスクを回転させ

ると電磁誘導作用によりディスクに渦電流が発生する｡

その結果,渦電流とポールコア磁束の相互作用により,ディスク

に制動トルクが生ずる(図2参照)｡

ディスクの両端のカップリングはそれぞれ車両のプロペラシャフ

トに結合し,後車軸に制動力を与えるようになっている｡

図3は平坦地において,エンジンブレーキのみの場合とリクーダ

を使用した場合の減速度特性の比較で後者は前者の3倍の制動力が

得られる｡

箱根新道の降坂試験結果,リクーダを使用した場合は図4のよう

に車速40(km/h)でフットブレーキはまったく使用せずリクーダの

みで安全に降坂できるのに対し,リクーダなしの場合はフットブレ

ーキが91回使用されるので,ブレーキドラムは熱をもちライニング

のライフを締めることになる｡(日立製作所 自動車棟器事業部)

表萱

′卦｡

llj
博朴79

‾/′ト トラム

別
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イし一キ lF†-
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図1 ERA206形

エディカレソト

リターダセット

13,800kg
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図3 減 速 特 性
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テスト心行キロ12･5km
平 均 生J配 5.85%
最 大 勾 配 8.0%
車両総重 Eiモ13,800kg
テ スト 車両 日産ティーーゼル

大形バ1
人 気 温15～20℃

フット7'レーキのみ

団

60形リターダ

フソトブレーキ使用せず)

ストソ70

15 20

降 坂 時 間(min)

図4 箱根新道降坂実車試験
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H一丁AC9030データ収集システム

HITAC9030データ収集システムは,遠方で発生した原始データ

を通信回線を用いて一個所に収集し,記録するた捌こ開発された汎

用のデータ収集システムである｡

1.システム機構

本システムは,データ入力装置,集信装置,中央記録装置および

時刻符号発生器より構成される｡図lに本システムの構成を示す｡

また,中央記録装置を用いずに,集信装置から直接電子計算枚にオ

ンライン接続することも可能である｡

1.1データ入力装置

データ入力装置は,原始データの発/L源の近くに設置され,下記

データの読み取りを行ない,これを符号化し,電文を構成し変調し,

回線へ送出する｡

(1)カードデータ:80憫カードにせん孔されたデータであり

通常は電子計算機からアウトプットされた指示事項などを

内容とする｡

(2)トークンデータ: プラスチック製のカードにせん孔され

た10けたの数字データであり,通常は操作者の識別や半固

定データに用いられる｡

(3)バリアブルデータ: 押ボタンでセットされる10けたの

数字データであり,通常ほ作業の変更や員数の訂正に用い

られる｡

(4)トランザクション符号: 送信されるデータの性質を表わ

す符号であり,12種類が用意されており,ダイヤルで設定

される｡

(5)データ入力装置番号: データ入力装置の識別に用いる3

けたの数字である｡

1.2 集 信 装 置

集信装置は,データ入力装置と中央記録装置との間に介在し,最

大32台のデータ入力装置からの回線を収容し,データ入力装置から

の起動により中央記録装置への空中継線を選択し,データ入力装置

から送られて来るデータを中央記録装置に中継する｡

1.3 中央記録装置

中央記録装置は,データ入力装置から集信装置を経由して送られ

て来るデータを受信し,これを復調し,各種チェックを行ない,符

号変換を行ない紙テープにさん孔記録する｡また中央記録装置は時

刻符号発生掛こ時刻を問い合わせて,受信データの末尾に受信した

時刻を付加する｡

1.4 時刻符号発生器

時刻符号発生器は,中央記録装置に対し,曜日,時,分の時刻デ

ータを符号の形で送出する｡

2.通 信 方 式

本システムほ,下記の通信方式を用いている｡

(1)信 号 方 式 端末起動,応答確認方式

(2)伝 送 速 度 200ボー(22.2字/秒)

(3)同 期 調歩同期

(4)符 号 7単位BCD符号

(5)伝 送 路 2線式電話回線

(6)変 調 方 式 位相変調

3.誤 り 制 御

本システムでは下記のチェックを行ないデータを監視しており,

誤りを検出した場合,中央記録装置は直ちにさん孔を中止し,すで

に記録されたデータに対する取り消しを行なうと同時に,データ入

力装置に対しデータの再送信を指示する｡データ入力装置は,これ

により自動的にデータの再送信を行なう｡

(1)パリティチェック

ック

(2)始終チェックニ

(3)同期チェック:

ック

(4) さん孔チェック:

4.

本システムは主として,

パリティビットによるデータのチェ

始符号,終符号の交互性の監視

調歩ビット監視による同期くずれのチェ

紙テープさん孔機のさん孔動作の確認

お も な用途

工程管理,在庫管理,工具機械管理,労

務管理,文書管理等に使用される｡

(日立製作所 コンピュータ事業部)

÷一夕入1J与きL;′】

干一夕入力射ヒ■:

-93-

時刻符号発生器詩

＼

32 別言装;;■■-'

小火ごテル長与川

小りこ.言亡き古来こ;′!三

図1 HITAC9030データ収集システム構成図
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一 章鬱

囲2 デ ー

タ 入 力 装 置
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日 立 フ
､
､

､

近年,生活水準の向上に伴い,洗面所,風呂場に給湯を行ない,

室内には温水暖房を行なう｢お湯のある生活+が広く一般家庭に浸

透しつつある｡

さきに,蒸発式ポット形バーナを使用した熱出力15,000kcal/b

の家庭用貯湯式石油温水器｢日立ファミリーポイラ+を発売し,好

評を得ているが,今回,日立が独自に開発した高性能の高圧噴射式

ガソタイプバーナを使用し,熱出力28,000kcal/hの完全自動式石

油温水器BO-300形を完成した｡

以下,その構造,仕様および特長について概要を説明する｡

1.構 造

図1に目立ファミリーボイラBO-300形を示す｡図2はその構造

図である｡下部にバーナを,上部に水管式熱交換器を配置し,/ミー

ナの側部に運転スイッチ,温度調節器,燃焼制御器(バーナリレー)

を1個所にまとめて設け,運転操作が容易にできるようにしてある｡

燃焼排気ガスは上部の排気筒接手に接続する排気筒より排気され

る｡キャビネット上部にはのぞき窓がついており,熱交換器の内部

を容易iこ観察できるようになっている｡燃料ポンプの下部には電磁

弁,オイルストレーナを設けてあり,燃料中の異物の炉過を行なわ

せるとともに, タンクとの接続を容易にしてある｡

2.仕 様

表1に日立ファミリーボイラBO-300形の主要仕様を示す｡貯湯

量100J,熱出力28,000kcal/hである｡バーナは高圧噴射式ガソタ

イプバーナであるが,従来の単純な構造のものに改良を加えて開発

した特殊形を採用したので,すぐれた性能を発揮し,低空気過剰率

で完全燃焼させることができる｡着火,消火ほ運転スイッチのボタ

ンを押すのみで,あとはバーナリレーの働きにより自動操作できる

｢ワンタッチシステム+である｡着火はトランスで10kVに昇圧し

た高電圧による火花放電で確実に行なわれ,安定燃焼に移行すると

表1 主 要 仕 様

形 式 BO-300

外 法 寸 法 高さ1,250×幅585×奥行715(nm)

外 装 高級仕上鋼板製合成樹脂塗料焼付仕上

最 大 出 力 28,000kcal/h

貯

貯
燃

焼

装

置

溶

燃

】易 畳

温 度

料

ナ

燃 料 消 費 料

着 火 方 式

100g

60～80℃ (調節可能)

自 灯 油 (1号灯油)

高 圧 噴 射 式

4.6J/b

自 動 高 圧 電 弧 着 火

電 動 機 100W コ ソ デソ サ起動式

送 風 機 多 巽 送 風 壬幾

燃 料 ポ ソ プ ト ロ コ イ ド･ギ ヤ ポ ソ プ

ト ラ ソ ス 10kV/100V(2次/1次)280/210VA(50/60c/s)

制 御 器 57F 形 バ ー ナ リ レ ー

安全

装置

不着火保護装置

温度安全装置 ト忘一言-一志
セ ル(警報灯付)

パ イ メ タ ル 式

芯 源 AC100V 50/60c/s

接 続 排 気 筒 径 内 径 153mm¢

重 畳

付 属 ｡□

95kg

電磁弁 オイルストレーナ 排気筒抜手
ドラフトレギュレ一夕

リ ポ イ ラ

放電は停止する｡運転は温度調節器とバーナリレーにより自動断続

運転が行なわれ,ツマミをまわすことにより出湯温度を00～80℃

に連続的に変えることができる｡燃焼状態はフォトセルで常に監視

しており,不着火や燃焼中の立消えなどの異常燃焼の場合には,

-ナの全株能を停止させる完全自動式である｡

(1)

(2)

(3)

ノヽ

3.特 長

燃料には白灯油を用いるので経済的である｡

バーナには高性能の高圧噴射式バーナを使用しているの

で,安定した燃焼を行なうことができる｡

運転スイッチのボタンを押すことにより着火および消火の

操作ができる｢ワンタッチシステム+である｡

(4)運転ほ温度調節器により自動断続運転が行なわれ,不着火

や/ミーナ燃焼中の立消えなどの異常燃焼の場合にはフォト

セルとバーナリレーにより燃焼を自動的に停止させる完全

自動式である｡ (日立製作所家電事業部)

姦

ぷ竿

図1 BO-300形ファミリーポイラ
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囲2 日立ファミリーボイラBO-300形構造図




